
平成２７年６月 
広島県・広島市 

広島市東部地区連続立体交差事業の 
見直しの方向性について 



■ はじめに 

○広島市東部地区連続立体交差事業は，昨今の公共事業を取り巻く環境の 
 中では，現計画どおり事業実施した場合，事業の長期化など様々な課題 
 が生じるため，広島県・広島市は，平成２４年２月に見直し検討に着手  
 しました。 
 
○平成２５年８月には，見直し検討状況を公表し，平成２６年度には，海 
 田町と「協議の場」において，土地区画整理事業と一体となって南北市 
 街地の一体化を早期に図る必要があることなど，この事業の進め方など 
 について協議を行ってきました。 
 
○この度，平成２５年８月に見直し検討状況を公表して以降，これまで県と 
 市が連携し取りまとめた見直しの方向性などを説明します。 
 

-2- 



 （１）見直し検討フロー 

 （２）見直しの視点 

 （３）高架高さを抑えたコスト縮減の考え方  

 （４）見直し案の概要 

 （５）各案の概要比較 

 （６）各案の効果と実現性 

 （７）今後の進め方 

■ 目次 

-3- 



（１）見直し検討フロー 
平成25年8月までの検討 

 

平成26年 5月 県副知事，海田町長等による現地視察 

       及び意見交換 

平成26年 7月 県と海田町は「協議の場」を設置（３回 

       開催） 

平成26年12月 高架高さを抑える等のコスト縮減策の可 

       能性検討を行うことについて合意 

見直し検討状況の説明以降の県と海田町との主な協議 
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見直しの方向性の説明 
（平成27年６月） 

見
直
し
の
視
点
（
5
ペ
ー
ジ
参
照
） 

 

高架高さを抑えた 
高架化の可能性を検討 

見直し検討状況の説明 
(平成25年８月) 

 

○昨今の公共事業を取り巻く環境の中では，現 
 計画で実施した場合，事業の長期化など，様 
 々な課題が生じる 
○構造の見直しによるコスト縮減策は，約20億 
 円程度しか縮減できず，抜本的な効果が得ら 
 れない 

 

○府中町の土地区画整理事業への影響に配慮し  
 た事業の早期整備要望 
○海田町のまちづくりに支障 

現 計 画 
（平成14年３月） 

事業の見直し検討を公表 
(平成24年２月) 

（
5
ペ
ー
ジ
参
照
） 

今
回
の
見
直
し
の
視
点 



（２）見直しの視点 

見直しの視点 

 ①事業実施手段の見直しによる 

   事業目的の達成 

   ■ 交通の円滑化 

   ■ 南北市街地の一体化 

   ■ 踏切の安全確保 

 ②事業実施に向けての実現可能性 

   ■ 工事期間の長期化の解消， 

     事業費の縮減など事業規模の 

         見直し 

 ③土地区画整理事業への影響 

   ■ 工事期間の長期化の解消 

   ■ 土地区画整理事業の事業計画 

     との連携 

 ④連立事業の進捗状況 

   ■ 買収済用地の活用 
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今回の見直しの視点 

①海田町のまちづくりへの対応 

  ■ 土地区画整理事業などの関連事業 

     と一体となって鉄道を挟む地域の 

     一体化 

②交通特性を踏まえた鉄道の高架化 

 ■ 交通量の変化と将来予測 

 ■ 大型車の混入率  



【検討項目】 

①現在の山陽本線と呉線を引地踏切付近で立体交差させている施設を活用する 

 中で，大幅なコスト削減を図りながら，海田町域の鉄道の高架化を検討 

②海田市駅周辺は，踏切を通過する車の交通特性を考慮 

③他県事例などを参考に高架高さ3.2ｍを確保することにより，一般的な消防 

 車などの緊急車両の通行を確保  

（３）高架高さを抑えたコスト縮減の考え方（1/2） 

【検討結果】 

○海田市駅周辺は，踏切を通過する大型車が少ないなどの交通特性から，少な

くとも高架高さを3.2ｍ確保することにより鉄道の高架化を実現 

○なお，地形条件等を勘案し，可能な範囲でできる限りの高架高さを確保 

見直しの視点をもとに，事業効果を早期に発現し，事業の最適化を検討 
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0

人 乗用車 高規格救急車 トラック(4t) 消防車 路線バス

２.５ｍ

２.０ｍ

４.５ｍ

４.０ｍ
３.８ｍ

３.５ｍ

３.０ｍ

(建築限界)

(車両制限)

(建築限界：小型車)

大型車の通行が必ずしも必要のない区間では，高さ，延長を抑え
た立体交差を推進⇒ 工期短縮，コスト縮減を実現 

4.7ｍ 

＜通常＞     ＜高架高さ抑制＞ 

   
 3.2ｍ以上 

高架高さを抑えて，構造物をスリム化 

  

3.2ｍ以上   

  

4.7ｍ 

 
 

  

 （３） 高架高さを抑えたコスト縮減の考え方（2/2） 

【通行可能な車両】 
高架高さ 4.7m：車両制限無し        ［4.7m＝4.5m(普通道路の建築限界)＋0.2m(舗装修繕等の余裕)］ 
高架高さ 3.2m：一般的な緊急車両が通行可能 ［3.2m＝3.0m(小型道路の建築限界)＋0.2m(舗装修繕等の余裕)］ 
   ※消防車両（普通ポンプ車） 全高約３ｍ 

  

 （参考） 車両種別毎の概略高さ 

7 

-7- 

（建築限界） 

（車両制限） 

（小型道路の建築限界） 



アンダーパス 

跨線橋 東西幹線道路 

（４）見直し案の概要（1/2） 

■見直し案の概要 
  
 ①主な事業内容   
     鉄道高架区間Ｌ＝約４km[県域2.7km（府中町域1.1km，海田町域1.6km），市域1.3km] 
     東西幹線道路：１路線，跨線橋：１路線，アンダーパス：１路線 を整備 
     踏切除却  ：県域８箇所 市域６箇所 
 
 ②全体事業費 
     約７７０億円（県域：約４９０億円，市域：約２８０億円） 

     （※近年の事業費単価などを参考に，県・市が試算した概算額） 

 
 ③工事期間 
     工事着手後１５年間程度（Ⅰ期・Ⅱ期） 
     (Ⅰ期 向洋駅周辺１０年間程度，Ⅱ期 海田市駅周辺１０年間程度） 
     ※Ⅰ期工事着手後，概ね５年程度を目途にⅡ期工事に着手する 
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（４）見直し案の概要（2/2） 

２ 

２ 

31 
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２ 

東西幹線道路 

東西幹線道路 

アンダーパス 

東西幹線道路 跨線橋 

跨線橋 

アンダーパス 



（５）各案の概要比較 
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※概算事業費の上段数値は，近年の事業費単価をもとに県・市が試算した概算額 
※概算事業費の下段カッコ内の数値は，平成13年度事業認可取得時の事業費をもとに県・市が試算した概算額 
※表中の％は現計画に対する割合 
※年間投資額は，近年の事業費単価をもとに県・市が試算した概算額から，これまでの投資済額（約100億円）を差引き，事業期間 
 で除したもの 

見直し案（平成27年６月） 平成25年８月に提示した案 現計画 

概算事業費 

全体 
770億円 

（690億円） 
73% 

630億円 
（570億円） 

60% 
1,050億円 
（960億円） 

 県域 
490億円 

（440億円） 
74% 

350億円 
（320億円） 

53% 
660億円 

（606億円） 

 市域 
280億円 

（250億円） 
72% 

280億円 
（250億円） 

72% 
390億円 

（354億円） 

事
業
概
要 

高架延長 
（盛土擦
り付け区
間含む） 

全体 約4.0km 63% 約2.0km 32% 6.3km 

 県域 約2.7㎞ 61% 約1.1㎞ 25% 4.4km 

 市域 約1.3㎞ 68% 約0.9㎞ 47% 1.9km 

踏切除却 
（全体） 

全体 14箇所 70% 9箇所 45% 20箇所 

 県域 8箇所 62% 3箇所 23% 13箇所 

 市域 6箇所 86% 6箇所 86% 7箇所 

鉄道高
架によ
り除却 

 県域 8箇所 2箇所 13箇所 

 市域 4箇所 4箇所 7箇所 

跨線橋
等によ
り除却 

 県域 － 1箇所 － 

 市域 2箇所 2箇所 － 

事業期間 15年間程度（Ⅰ期・Ⅱ期） 10年間程度 10年間程度 

年間投資額 約45億円/年 約53億円/年 約95億円/年 



（６）各案の効果と実現性 
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※費用対効果は，近年の事業費単価をもとに県・市が試算した概算額を用いて算定 

見直し案（平成27年６月） 平成25年8月に提示した案 現計画 

費用対効果 1.2程度 1.5程度 1.0程度 

事
業
目
的
の
達
成 

①交通の円滑 
 化 

・東西幹線道路の整備 
・跨線橋等により，都市計画道 
 路と鉄道が立体交差化 

○ 

・東西幹線道路の整備 
・跨線橋等により，都市計 
 画道路と鉄道が立体交差 
 化 

○ 

・東西幹線道路の整備 
・都市計画道路と鉄道が立体交差 
 化 

②南北市街地 
 の一体化 

・土地区画整理事業区域内の鉄 
 道高架化（向洋駅，海田市駅 
 周辺） 
・鉄道の高架化と跨線橋等によ 
 り，都市計画道路と鉄道が立 
 体交差化 

○ 

・土地区画整理事業区域内 
 の鉄道高架化（向洋駅周 
 辺のみ） 
・鉄道の高架化と跨線橋等 
 により，都市計画道路と 
 鉄道が立体交差化 

△ 

・土地区画整理事業区域内の鉄道 
 高架化（向洋駅，海田市駅周 
 辺） 
・鉄道の高架化により，都市計画 
 道路と鉄道が立体交差化 

③踏切除却 ・14箇所 △ ・9箇所 △ ・20箇所 

実現可能性 

・事業費は現計画から約３割縮 
 減 
・事業費は平成２５年８月に提 
 示した案よりも大きいが，Ⅰ  
 ・Ⅱ期施工とすることで事業 
 費の平準化が図られるととも 
 に，Ⅰ期工事区間の早期事業 
 効果の発現が可能 

○ 

・事業費は現計画の約半分 
 程度となり，実現性が大 
 幅に向上 

○ 

・昨今の公共事業を取り巻く環境 
 の中では，事業の長期化など課 
 題が生じる 

土地区画整理 
事業への影響 

・土地区画整理事業計画との連 
 携（向洋駅，海田市駅周辺） ○ 

・土地区画整理事業計画と 
 の連携（向洋駅周辺の 
 み） 

△ － 

連立事業の 
進捗状況 

・買収済み用地を活用した街路 
 整備 

○ 
・買収済み用地を活用した 
 街路整備 

○ － 



○当事業の見直し検討に当たっては，見直しの視点を基本に，引き続き関 

 係する皆様と十分に協議を行いながら，県・市連携し，早期に事業効果 

 を発現していくことが重要であると考えています。 

 

○また，残る踏切については，引き続き関係者と協議し，安全性・利便性  

 の確保に努めていきます。 

 

○今後，地元住民等への説明や関係機関との協議・調整を踏まえ，できる 

 だけ早期に見直し案を確定していきます。 

（７）今後の進め方 
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○現計画や平成24年２月以降，県・市で取り組んできた見直しの内容な 

 ど，以下，各種資料を掲載します。  

■ 資料編 

 （１）事業見直しの経緯 

 （２）現計画のイメージ図 

 （３）平成25年８月に提示した案のイメージ図  
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平成５年４月 事業採択 
 
平成11年３月 都市計画決定 
 
平成14年３月 事業認可取得 
 
平成19年１月 ７年延伸を公表（工事完了を平成27年度から平成34年度に変更） 
 
平成24年２月 事業の見直し検討に着手する旨を公表 
 
平成25年８月 見直し検討状況を公表 
 
平成26年５月 副知事，海田町長及び海田町議会が現地視察し，意見交換を実施 
 
平成26年７月 県と海田町は「協議の場」を設置（７・10・12月に開催） 
 
平成26年12月 土地区画整理事業と一体となった南北市街地の一体化を図ること 
       を目的に，県と海田町は，海田町域において，高架高さを抑える 
       等のコスト縮減策の可能性検討を行うことについて合意 

（１）事業見直しの経緯      
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（２）現計画のイメージ図 
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（３）平成25年8月に提示した案のイメージ図 
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２ 

２ 

２ 
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